
報告年月日：平成 20年８月 25日 

「 容 器 包 装 廃 棄 物 排 出 抑 制 推 進 員 」 （ ３ Ｒ 推 進 マ イ ス タ ー ） の 活 動 結 果 報 告 書 

「容器包装廃棄物排出抑制推進員」（３Ｒ推進マイスター）に講演やその他啓発活動等の出務を依頼
し、次の通り終了しましたので報告します。 

出 務 依 頼 し た 事 業 名 平成20年度環境教育指導者育成事業 環境教育リーダー研修基礎講座 

対 象 事 業 の開 催 日 時  
平成 20年８月 20日（水） 13時 00分～ 

８月 22日（金） 12時 00分 
対 象 事 業 の開 催 場 所  国立乗鞍青少年交流の家 

主 催 者 、 共 催 者 等 
環境省、文部科学省、岐阜県 
実施団体 NPO法人 e-plus生涯学習研究所 

出務した３Ｒ推進マイスターの

氏名 
佐藤 鋭一 様（出務者数：本人のみ） 

タイトル ３Ｒ ゴミとリサイクル 
講演場所 国立乗鞍青少年交流の家 第７研修室 
講演時間 ８月 21日（木）13時～13時 30分（30分間） 

1. 講 演 

参加者数 10名 
内  容 グループワーク ファシリテーション 
実施場所 国立乗鞍青少年交流の家 
実施時間 ８月 21日（水）13時 30分～21時 30分（８時間） 

活動内容 

2. その他の啓発
活動 

参加者数 10名×６グループを適宜対応 
３Ｒ推進マイスターの活動状況

等 

リーダーとして最低限必要な３Ｒ基礎知識を親切丁寧に指導いただ
いた。 
また、先に講義したごみとリサイクルの基礎知識を基に、今回のメ
インテーマであるプログラム作り（グループワーク）に結びつくキー
ワードを参加者よりうまく引き出していた。３R やゴミ、リサイクル
だけではなく、自然観察や動植物、学校教育に関する内容もうまく取
り込んでおり、非常にレベルの高いグループワークをコーディネート
していた。 
参加者としても身近で問題に思っている話題であり、非常に充実し
た時間が過ごせたようである。特に経験レベルの異なったメンバーが
集まっていたが、レベルに低いものも参加でき、またレベルの高いも
のも飽きさせないような心配るが非常に良かったという感想を述べて
いた参加者もいた。 
 
 
 
 
所 属 NPO法人 e-plus生涯学習研究所 

責 任 者 
補職・氏名 代表理事 小林 由紀子 
所 属 NPO法人 e-plus生涯学習研究所 
補職・氏名 代表理事 小林 由紀子 
電 話 058-213-5324 

ＦＡＸ 058-245-6442 

報 告 者 
担 当 者 

（ 連 絡 先 ） 

Ｅメール  
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


